
父母連にもお気

軽にご相談くだ

さい 

 

 

 
 

草加市保育園父母会連合会 会長 髙山幸一郎 
 
こんにちは！草加市保育園父母会連合会（父母連）です！ 
草加市保育園父母会連合会（通称「父母連：ふぼれん」）は、市内にある市

立18保育園の父母会が参加して作っています。世帯数では約1700世帯です。

高い保育料のこと、保育園に入れないで待機児とされて認可外の保育施設を

利用しなければならないこと、保育園や子育て世帯への施策を充実させてほ

しいねがいなど、ひとつの保育園の中だけでは解決できないみんなのねがい

を父母会がみんなであつまって、保護者の声として整理し、要望としてあげています。 

 

困ったこと・わからないことは保育園・父母会・父母連へ 
保育園で困ったことやわからないこと、気になることがあったら、ひとりで

悩まないで、まずは保育園の先生に率直に相談してみましょう。子どもの育

ちや保育園での生活についても、積極的に職員とコミュニケーションをとっ

ていきましょう。また、保育園の中だけで解決できないことは、みんなで助け

合って、解決できるてだてを考えていけるはずです。父母連もできる限りお手伝いし

ます！みんなで子育てをしながら、楽しい充実した保育園ライフを！ 

 

「みんなで子育て」が合言葉！父母会、父母連は応援団です！  
各保育園には、親たちの心配や願いを出しあい、お互いに支えあっていく「父母会」があります。子育てを一人

で抱えこまずに、忙しいからこそ子どもたちを大人たちみんなで大切に育てて行きたいものです。父母会はいわ

ば「わたしたち自身の応援団」であり、「保育園の応援団」とでも言えましょう。その父母会が集まって構成さ

れている父母連は「草加の子育てみんなの応援団」です。一緒に楽しみながらがんばりましょう！ 
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ようこそ保育園に！子育てに！ 

一人では要望でき

なくても、みんなで

声をあげればでき

るのね！ 

父母連ホームページをぜひ一度ご覧ください。これまでの

父母連の活動や、最近の草加市の保育にかかわる状況を

掲載しています。 

 http://www.soka-fuboren.org 

ご質問・ご相談はメールでも受け付けています 

 info@soka-fuboren.org 

 

手をとりあってがんばろう！ 



草加市保育園父母会連合会（ふぼれん）って！？ 
 

草加の父母連のルーツ 

 草加市保育園父母会連合会（通称

「父母連：ふぼれん」）は、市内にあ

る 18 保育園の父母会が参加して作

っています。世帯数では約 1700 世帯

です。 

 

なんで父母会の連合会なの？ 

 ただでさえ忙しい毎日。父母会の

役員や係も「できれば遠慮したい」

という気持ち、当然！子どもの病気

で仕事を休むこともしょっちゅうで

大変なのに、父母会！？ 我が子が

通う保育園の父母会ならほかのおか

あさん・おとうさんと知り合うチャ

ンスだし、保育園の職員とも知り合

える。けど、さらにフボレン!?  

高い保育料のこと、保育園に入れ

ないで待機児とされて認可外の保育

施設を利用しなければならないこと、

保育園や子育て世帯への施策を充実

させてほしいねがいなどはひとつの

保育園の中だけでは解決できるもの

ではありません。 

市役所にひとりの保護者やひとつ

の保育園父母会が相談に行っても、

担当者もみんなのねがいとして受け

止めることはなかなかできません。 

そこで、父母会がみんなであつま

って、子育て世帯の状況、子どもた

ちの様子、それぞれの保育園での心

配なこと、「こうあってほしいなぁ」

「こんなすてきなことがあったんだ

よ」「困っちゃっている」ことを出し

合い、保護者の声として整理してい

くわけです。 

 

みんなに支えられている父母連 

草加市父母連は、各父母会の活動

が作っています。 

全父母会が参加する毎月定例の代

表者会や父母会の会長会などで情報

交換やわたしたちのねがいの実現の

ための取り組みの検討を行い、それ

を受けて父母連が市保育課との折衝

や情報交換を行っていきます。 

もちろん、保育課レベルで解決で

きることとできないことがあります。

保育課のがんばりを応援し、課レベ

ルではできないことについては、市、

県、国の課題であると整理して県内、

全国のなかまとの一緒のとりくみの

必要が見えてきます。 

 

市議会議員も保育園の応援団！ 

父母連は全部の会派の議員に折々

に活動報告や懇談を持っていただい

たりして、さまざまなアドバイスを

いただけています。父母連の請願や

陳情に誠実に対応していただいてい

ます。草加の保育園の応援団として

議員さんのかかわりは大変心強い限

りです。 

父母連の総会や要望集会には与

党・野党を問わず、いくつもの会派

からご参加や同席をいただけ、子育

てについて熱心に耳を傾けてくださ

っています。 

当たり前のことですが、父母連は

「子どもたちのたしかな成長をねが

う保育園保護者」ということに土台

を置いているあつまりですので、特

定の信条を押し付けたり排除するも

のではありません。 

また、市長宛の要望書を提出し、

要望集会や市長さんとの懇談会を行

っています。 

 

つぶやきからはじまるとりくみ 

さらに当たり前のことですが、私

たち保育園保護者の日ごろのつぶや

きを声にしていこうとすることが基

本です。 

国の政策の矛盾があらわれている

現在の状況を具体的に明らかにして

取り組みを作っています。「～すべ

き」「～すべし」が先にたつとかえっ

て問題が見えにくくなってしまいが

ちです。 

ちょっとしたつぶやきから始まる

問題の整理と提案が基本なのだと考

えています。 

 

「草加の子どもたちみんな」 

保育園待機児が年度末には 500 人

を超す草加市です。「保育園の中の改

善要求」だけでは、すべての子ども

たちのたしかな育ちをねがうことに

はなりません。 

草加父母連が毎年行っているアン

ケートでは、約４割の保育園の子ど

もたちが、保育園に入る前に認可外

保育施設を利用している実態を示し

ています。その理由の約７割が「待

機児とされたから」ということです。 

保育園に入れない子どもたちの状

況を明らかにして、具体的な手立て

を市や国が行える具体的な提案して

いくことが必要です。 

 

市内の子育て団体といっしょに 

子育ての苦労やよろこびは保育

園・保育施設の保護者に限りません。

家庭で子育てしている世帯、幼稚園

保護者も、障がいのある子どもの保

護者も、外国籍の保護者も、みんな

それぞれの困難をもっています。 

これらの課題に取り組んでいる市民

の自主的なさまざまな子育て支援サ

ークルがたくさんあります。正真正

銘のみんなで子育て！ができる可能

性がたくさんあります。草加の子育

てに欠かせない家庭保育室の皆さん

とも手を取り合っていきます 

 

父母連のこれまでの取組みや課題 

 

○障がい児保育（育成保育）の全

園実施（04年度～） 

○産休明け保育の実施 

○「協力期間」のとりやめ 

○市の保育園統廃合方針の撤回と

保育園の新設 

○全保育室へのエアコンの整備 

○延長保育の開始 

○第 2きたうら保育園の存続延長 

○保育園と家庭保育室利用の保育

料きょうだい減免 

○待機児がいる間の公立保育園に

おける 0 歳児保育の段階的廃

止・移行の凍結 

○完全給食実施（2011～）、主食代

無償化（2012～） 

 

もちろん、長年取り組んでいてま

だ実っていない課題もあります。引

き続き取り組んでいきます。 


